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     In order  to ascertain  the adaptability  and  elasticity  of  food by analysing  the factors
involved in food from the psychological aspect,  taste factor, cooking  sence  and  appetite







According to the taste factor test, the ma]ority  of  fema]e students  fall under  the
Second Degree of  Taste, and  are  familiar to a medium  degree with  the knowledge
and  techniques used  in formulating menus  and  cooking,  and  are  also  norrnal  in their
social  considerations  and  physio-psychological reactions.
With respect  to the taste index, cooking  sense  index and  appetite  index according  to
their major,  students  of  the Food Life Progtam  1 and  Dieticiam Program 1 showed
a  higher value,  demonstrating a strong  tendency  in both adaptability  and  awareness
of  food.
The  cooking  sense  factor analysis  showed  that the majority  of  students  positively
carry  out  cleaning  and  neat  arrangement.  With  respect  to studying;  however, they
lack a positive attitude,  make  little effort  to create  semething,  are  short  of  seasonal
sense,  and  have little aesthetic  interest. In addition, the numbers  of  students
sensitive  to changes  in their living environment  were  conspicuously  small.
Students majoring  in Physica] Education show  a lower index in all factors than  the
other  majors,  demonstrating a  sigriificant  difference (P <O.Ol) .
It is assumed  that the difference in educational  environmefit  for food large]y affects
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緒 言
　嗜好 は、食欲 とと もに、食生活 を左右する重要 な因子 で、そ の 働 きの い か んは 、身体面で の
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1）
健康に影響を及 ぼ すだ けで な く、精神面へ の 影響 も大で ある 。 鈴木 らは 、 学生 を対象と した調
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2）
査で 、 栄養摂取の 充足量が 、 精神的訴 えに 関連が あるこ とを明 らか に して い る 。 中元 らも、 CMI
で判別 され た神経症的傾向 の 学生で は、「嗜好」 も 「摂取 」 で も、その バ ラン ス 度が 悪 い こ とを
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3｝
報告 して い る 。 又 、 原田 は 、 大学生 、 専門学校生 を対象 とした調査で 、 食品嗜好 と性格特性 の
関連に つ い て 報告 して い る。 そこ で 筆者 らは、嗜好 に働 い て い る直接 また は間接 な諸因子 が、
料理 の セ ン ス や 食欲 とどの ように 関わ りを もっ て くる の か 、栄養指導、給食管理 の 立 場か ら、
分析 する こ とを目的 として、嗜好 因子テ ス ト、料理 の セ ン ス テ ス ト、 食欲 因子テ ス トを行 っ た 。
嗜好因子テ ス トで は、教育的 因子、社会的因子、生理 的 ・心理 的因子 を通 して の 嗜好 を、料理
の セ ン ス テ ス トで は 、 生活一般 、 食生活 、 献立や 調理 に関す る態度 に つ い て 、又、食欲 因子 テ
ス トで は、食欲 の もつ 内容 を標示す る因子 を設定 し、各指数を算出した 。 嗜好指数 と料理 の セ




　本学家政学科食物栄養i専攻学生236名 （食生活 1 回生 ・41名、食生活 2 回生 ・30名、栄養士 1
回生 ・85名、栄養士 2 回生 ・80名）、大阪府内の 女子短期大学生 164名 （保育 2 回生 ・87名、生
活科学 2 回生 ・77名）で 、 年齢は 18〜20歳 である 。
2 ．調査時期 、 調査方法
　昭和 62年 6 月、授業 中に調査用紙 を配布 し、記入方法など を充分 説明 し、そ の 場 で 記入 させ
た 。
3 ．調査内容
　嗜好因子 と料理 の セ ン ス お よび食欲因子が、どの ように関わ りを もっ て い る か を検討す る た
め、次の テス トを用 い た 。
　（ユ〕 嗜好因子 テ ス ト
　 　 4）
　村松 の 作成 に よる嗜好 因子テス トを用 い た。これ は嗜好 を左右す る因子 が A 、 B 、　 C の 3 つ
に 分 けられ、A 因子は 「献立 お よび 調理 に関する因子 を通 じて の 嗜好J、　 B 因子は 「食生活 に関
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す る社会的因子 を通 じて の 嗜好」、C 因子 は 「生理的、心理的因子 を通 じて の 嗜好 」が測定で き、
各因子はそ れ ぞれ 20問よ り構成され、計60問 とな っ て い る 。 各問の 応答 a 、 b 、　 c の うち 1つ
を選 び答える 。 A 因子で は 、　 a に答えた数 を（1）、　 b に答 えた数を（2）とし 、 次 の式に よ り計算し
た。
　　 〔（1）十（2）／2 〕／10x100
　 B 、 C 因子 も同様に行い 、　 A 、　 B 、　 C の 平均 値 を求め 嗜好指数 とした 。
　  　料理 の セ ン ス テス ト
　 　 4）
　村松の 作成 に よる料理 の セ ン ス テス トを用い た 。 料理 の セ ン ス に 関与する因子 は、 A 、　 B 、
C に分 けられ、各因子 は 、 10問 よ り構成 され、計30問 とな っ て い る。各問 の 応答 a 、 b 、　 c の
うち 1つ を選び 答 える。A 因子で は、　 a に答 えた 数 を（1）、　 b に答えた数 を（2）とし、次の 式に よ
り計算 した 。
　　 〔（1）十（2）／2〕／5 × 100
　 B 、 C 因子 も同様に行 い 、　 A 、　 B 、　 C の 平均 をもっ て料理 の セ ン ス 指数 と した 。
　（3） 食欲 因子テス ト
　 　 4＞
　村松の 作成 に よる食欲因 子 テ ス トを用 い た。こ の テ ス トは、食欲 に関与する 10因子 か ら構成
され て い る 。 各問の 応答 a 、 b 、　 c の うち か ら 1つ を選 び答 える 。　 a に 答えた数 を（1）、　 b に 答
えた数 を  とし、次の 式に より食欲指数 を計算 した 。
　　 〔（1）一ト（2）／2〕／5 × 100
結果 お よび考 察
　 1 ．対象者の 概要
　調査対象者の 住居環境 と家族構成 は表 1 に示 す とお りで ある 。 住形態をみ る と、 86．5％ と自
宅通学生が 多い 。家族構成 は、両親 と兄弟姉妹が 半数 を占め 、 4 入に 1 人が 祖父母 と一緒に住
んで い る 。 食環境 として調理 実習 の 授業 は 、 食生 活 1 、栄養士 1で は週 2 コ マ （通年）、 食生活
2、栄養士 2 、生活科学で は週 2 コ マ （通年， 1年時に 調理 の 基礎 を終了）、保育 で は 2 年時に
週 2 コ マ （半年）、小児栄養実習 （離乳 食、幼児食、おや つ 等）が行 われ て い る 。
　 2 ．専攻別 の 嗜好指数 、 各嗜好因子 指数
　嗜好指数の 分布で は、0 か ら200の 範囲で指数の 高 い ほ ど、食物に対 して順応性や 弾力性が あ
る こ とを示 して い る。嗜好 の 程 度 を 4段 階に分 けて 表 2 に 示 した 。嗜好指数 の ピ ークは 121〜130
で あ っ た 。 テス ト結果で は、54．5％ と約半数が嗜好第 2度 に属 し、 各問にお い て 中等度、す な
わ ち嗜好の 普通状 態 をあ らわ して い る 。 食に対す る順 応性 を数量的、客観的に判 断する方法 と
して 、嗜好因子テス トを用 い 、食品に対する嗜好 の 品等 または評価で は な くて、直接 また 間接
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 5
に 嗜好 に 関与 して い る諸 因子 を分 析 し、その 結果 を表 3 、表 4 、表 5 に 示 し た 。 献立 お よび調
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表 1　 調査対象者の 住居環境 と家族構成
（％）
住　居　環 　境 家　　族　　構　　成
自　宅 寮 下　宿 1 2 3 4 5 6
保 　　育
（n ＝ 87）
96．6 0 3．442 ．531 ．018 ．46 ．9 1．1 0
生活科学
（n ＝ 77）
98．7 1．3 031242 ．916 ．99 ．1 0 0
食生活 1
（n ＝ 41）
80．4 9．8 9．812 ．2463 14．673 019 ．5
食生活 2
（n ＝ 30）
86，7 3．310 ．020 ．066 ．710 ．03 ．3 O 0
栄養士 1
（n ＝ 85）
77．712 ．9 9．418 ．870 ．6 82 2．4 O 0
栄養士 2
（n ＝ 80）
76．2 5．018 ．815 ．061 ．3163 1．3 1．1 5．0
Total
（n ＝ 400）
86．5 52 8．325 ．052 ．014 ．55 ．0 0．5 3．0
1 ：父母 、兄弟、姉妹、祖父、祖母　 2 ：父母、兄弟、姉妹　 3 ：父 母
4 ：父又 は母 の み 、兄弟、姉妹　 5 ：父母 なし　 6 ：NA
理 を通 して の 嗜好 （A 因子）では、嗜好 因子 に最 も亢進的に はた らい て い る もの は、「材料の 新
鮮 さ」 「料理 の 順応」 「食品や台所 の 清潔 」 で ある。つ ぎに嗜好 因子 と して最 も不振的 に はた ら
い て い る （嗜好 を減退 させ る） もの は 、「献立 の 計画性 」 「食卓の ア クセ サ リー」 そ して 「廃物
の 利用 」 で ある 。 食生活 に関す る社会 的因子 を通 して の 嗜好 （B 因子 ）では、嗜好 因子 と して
最 も亢進的に は た らい て い る もの は 、「食物の 買 い 方 」 「規則正 しい 食事 」 「
一
家団欒」 で ある。
っ ぎに嗜好因子 として不振的には た らい て い るものは 、「郷 土 食 を生かす 」 「食品 の 流通」 「人 と
の 話 し合 い 」 で ある 。 生理 的・心理 的因子 を通 して の 嗜好 （C 因子）で は、 「味感 」 「虫歯」 「特
異反応」 「食欲 」が嗜好 因子 として最 も亢進 的には た らい て い る。又、「年齢や労働能率」 「触感」
が最も不振的には た らい て い る 。
　専攻別の 嗜好因子 テ ス トの 結果 を、平均値 と標準偏差値で表 6 に示 した 。 専攻別 に み る と、
食生活 2 の 学生は他 に 比 べ て 嗜好指数 （131．33± 24．12）お よ び 嗜好 A 因子指数 （128．00± 29．20）
と嗜好 C 因子指数 （143．00±22．12）が高 い 。こ の こ とは食に対する順応性、弾力性が ある こ と
を示 して い る。嗜好 B 因子指数は 栄養士 1 が わずか に 高値 を示 した 。保育の 学生 は嗜好指数 、
各 嗜好 因子指数 ともに平均値 を下回 っ て い る。専攻間 の 嗜好指数の 差の X2検定 を表 7 に、　 A 、
B 、 C の 各因子指数の 検定 を表 8 、表 9、表 10に示 した 。 栄養士 1 と栄養士 2 で は嗜好指数（P ＜
0．05） に、嗜好 A 因子指数、嗜好 B 因子指数 （P ＜0．01）にお い て 有意差が認め られた 。又、
食生活 1 と食生活 2 にお い て も、 嗜好指数と嗜好 A 因子指数 （P く 0．05）に有意差が 認め られ
た 。 食生活 1 と栄養士 1 にお い て は、嗜好因子指数 （P ＜ 0．05）以外 は有意差は認め られ なか
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っ た 。 保育で は 、 嗜好 A 因子指数 を除 い て、すべ て に （P ＜ 0，01）有意差が認め られ た 。
　 　 　 　 　 　 　 表 2　嗜好指数の 段 階 とテ ス ト結果
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％）
段 　　階 嗜好指数 テ ス ト結果
嗜好第 1 度 151〜200 17．00
嗜好第 2度 111〜150 54，50
嗜好第 3度 81〜110 23．25
嗜好第 4度 0〜80 525
　 　 　 　 　 　 　 n ＝ 400
表 3　 献立 お よび 調理 を通 して の 嗜好
（％）
　 　 　 　 　 　 答
響号 　 因 子
a （良） b （普通） c （不 良）
1 栄　 養 　 の 　 バ 　 ラ　 ン 　 ス 19．0 68．0 13．0
2 盛　　　 り　　　 付　　　 け 35．5 58．2 6．3
3 材　 料　 　の 　 　も　　ち　　味 21．2 57．0 21．8
4 イ ン ス タ ン ト 食 品 の 調 理 28．2 52．3 19．5
5 献　　 立 　　 の 　　 変　　 化 44．7 48．5 6．8
6 主　食　や 　副　食　の 　変　化 32．7 58．3 9．0
7 香 　 辛　 料　 や 　 調　 味　 料 37．0 472 15．8
8 汁　　 物 　　 の 　　 変　　 化 25，0 53．5 21．5
9 料 　　理　　へ 　　の 　 　順 　　応 73．5 4．0 12．5
10 調　 理 　 へ 　 の 　 順 　 応 70．7 16．8 12．5
11 材 　 料　 　の 　 新　 鮮 　　さ 8L5 18．0 0．5





　 　 　 　 　 　 E
献　　立 　　の 　　計　 　画　　性 ［　 10．0 35．0 55．0
15
　 　 　 　 　 　 r
果　物　を　添　え　 る　 こ　 と　 　 3LO 53，7 15．3
16 ス プ ー ン や 刃 物 の 手 入 れ ・　 19．0 50．0 31．0
17 食　品　や　台　所 　の 　清　潔 ．　 7L7 26．8 1．5
18 食 卓 の 　ア　ク　セ サ　リ　
ー
、　 10．7 52．0 37．0
19 乳　　製　　品　　の 　　常　　用
『
　 65，5 27．5 7．0
20 廃　　 物　　 の　　 利　　 用　　16．4 49．8 33．8
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表 4　 食生活に関する社会的因子 を通 して の 嗜好
（％）
　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　答
翳　 因 子
a （良） b （普通 ） c （不 良）
1 報 　 道　 へ 　 　の 　 関　 心 35．7 56．8 7．5
2 食　 器　 へ 　 　の 　 関　 心 39．4 50．8 9，8
3 人　 と　 の 　 話 　 し　 合 　 い 18．2 54，5 27，3
4 知　　 識　　 や　　 技　 　 術 16．0 602 23．8
5 食　　 品　　 の 　　 管　　 理 42．0 48．5 9．5
6 予　 算　　を　　た　 て　　る 47．0 37，2 15．8
7 一　　　 家　　　 団　　　 欒 56．0 292 14．8
8 出来上 っ た 料理 に つ い て話 し合 う 27，7 51，8 20．5
9 食　　 品 　　 の 　 　 流　 　 通 16．0 53，5 30．5
10 郷 　 土 　 食　 を　 生　 か 　 す 11．5 48．0 40．5
11 母 親 か ら の 料 理 を 生 か す 36．5 51．5 12．0
12 偏 　　食　 　を　　な　 お　 す 46．7 333 20．0
13 料 　　 理 　　 の 　　 応　　 用 31．2 61．3 7．5
14 食　　 品 　　 の 　　 保　　 存 30．2 51，3 18．5
15 台　　 所　　 の 　　 管　　 理 27，0 48．0 25．0
16 食　 物 　　の 　 買　　い 　 方 98．2 L5 0．3
17 食　 生　　活　 の 　 改　 善 26．0 57，0 17．0
18 来　客　の 　た　め 　の 　食　事 33．4 42．3 24．3
19 料 　 理 　　の 　 マ 　 　ナ 　 ー 21．2 71．0 7．8
20 規 　 則　 正　 し　 て　 食　 事 602 34．5 5．3
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河 南 ・三 木 ：女子学生に お ける栄養の 心理 に 関す る一側面
表 5　 生理的 ・心理的因子 を通 して の 嗜好
（％）
　 　 　 　 　 答
羃　 因子
a （良） b （普通〉 c （不良）
1 健　　 康 　　 の 　　 増　　 進 34．7 56．5 8．8
2 個　 性　　を　　生 　　か　 す 20．7 56．5 23．0
3 工 　　 夫　　 と　　 稽 　　 古 22，0 61．7 16．3
4 好 　　　 き　　　 嫌　　　 い 37．4 49，8 12．8
5 特　　　 異　　　 反　　　 応 83．2 16．5 0．3
6 年　 齢　 や　 労 　働 　 能　 率 14．7 38．0 47．3
7 食　 　　　　　　　 　　　　 欲 83．2 15，5 1．3
8 咀　　　　し　　　 ゃ 　　　 く 53．7 43．3 3．0
9 虫　　　　 　　　　　　 　　 歯 84．2 15、5 0．3
10 肥　　る　　 ・　　 や 　　せ 　　る 38．0 49．5 12．5
11 色　　　　　　　　　　　　 感 42．7 51．5 5．8
12 量　　　　　　　　　　　　感 49．5 4LO 9．5
13 触　　　　　　　　　　　 感 25．2 50．0 24．8
14 味 　 　　 　　 　　 　 　　 　　感 91．0 8．2 0．8
15 臭　　　　　　　　 感 167・O 27．5 5．5
16 硬 　　　　　　軟 　　　　　　感 i　 62．2
　 　 　 　 　 旨
32．0 5．8
17 季 　　　　　節　　　　　感 126．4 573 16．3
18 満 　 　 　 　 腹 　 　 　 　 感 、 37．0 42，7 20．3
19 温 　　　 　　　冷 　　 　　　　感　　76．5 21．5 2．0
20 上 　　　　　　　　　　　　 達 1　 28．2 63．3 8．5
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表 6　 専攻別 の 嗜好因子 テ ス ト結果の 比較
（M ± SD ）
　　　　　　指数
専攻
嗜 好 指 数 嗜好A 因子指数 嗜好 B 因子指数 嗜好 C 因子指数
保　　育 （n ＝ 87） 120．08± 24．76118 ．05± 26．53112 ．01± 30．00131 ．49± 25．78
生活科学 （n ＝ 77） 126．21± 24．83120 ．78± 28．92121 ．43± 31．07137 ．43± 24．48
食生活 1 （n ＝ 41） 125，51± 30．17121 ．83± 30．38116 ．95± 36，74137 ．81± 29．70
食生活 2 （n 冨 30） 131．33± 24．12128 ．00± 29．20122 ．83± 28．60143 ．00± 22．12
栄養士 1 （n ＝ 85） 128．49± 24．62124 ．65± 29．11123 ．15± 29，74138 ．82± 22．95
栄養士 2 （n 篇 80） 124．74±28．19117 ．81±32．16118 ．00± 33，77138 ．44± 2496
Tota1（n ＝440） 125，38±26．22121 ．06±29．50118 ．71± 31，85137 ．10± 25．88
表 7　 専攻 間の 嗜好指数の 差の X2検定
専　　　　攻 1 2 3 4 5 6
保 　　育 1
生活科学 212 ，473＊ ＊
食生活 136 ．749＊ ＊ 0．100
食生活 2422 ．972＊ ＊ 4 ．443 ＊ 4 ．592 ＊
栄養士 1524 ．498＊ ＊ 1．66 1．93 1．38
栄養士 267 ．390＊ ＊ 0．68 0．13 7．501＊ ＊ 4，591＊
＊　 P ＜ 0．05 ＊ ＊ 　 P ＜0．01
表 8　 専攻間の 嗜好 、A 因子指数の 差 の X2検定
専　　　 攻 1 2 3 4 5 6
保　　育 1
生活科学 22 ．557
食生活 133 ．345 0、244
食生活 2418 ．328＊ ＊ 9．166＊ ＊ 5．301＊
栄養士 1515 ．444＊ ＊ 4．922　 ＊ 1．775 1．986
栄養士 260 ．002 2．315 3，116 17．610＊ ＊ 14．430＊ ＊
＊　 P く 0．05 ＊ ＊ 　 P ＜ 0 ．Ol
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表 9　 専攻間の 嗜好 、 B 因子指数の 差 X2検定
専　 　 　 攻 1 2 3 4 5 6
保　　育 1
生活科学 231 ．112＊ ＊
食生活 139 ．642＊ ＊ 2．186
食生活 2422 ．760＊ ＊ D．350 2．971
栄養士 1545 ．414＊ ＊ D．982 5．374＊ 0，018
栄養士 2613 ．552＊ ＊ 3．576 0．006 4．051＊ 8．631＊ ＊
＊　 P く 0．05 ＊ ＊ 　 P 〈 0．01
表10　専攻間の 嗜好、C 因子指数 の 差の X2検定
専 　　 　 攻 1 2 3 4 5 6
保　　育 1
生活科学 210 ．852＊ ＊
食生活 138 ，312＊ ＊ 0．022
食生活 2421 ．966＊ ＊ 4．753＊ 3．340
栄養士 1517 ユ47＊ ＊ 0．547 0212 2。749
栄養士 2614 。903＊ ＊ 0．268 0．079 3252 0．047
＊　 P ＜0．05 ＊ ＊ 　 P 〈 0．01
　 3 ．料理の セ ン ス 指数 と因子 分析
　料理 の セ ン ス の 3因子が女子学生 に お い て どの ように 身に つ い て い るか を観 るため に、料理
の セ ン ス テ ス トを行 っ た 。料理 の セ ン ス 指数の 段 階 とテ ス ト結果 を表 11に 示 した 。 指数の 幅 は
0か ら200にわ た り 、 100まで の もの を不良、それ以上 の もの を良 と した 。 生活 に関する一般的
態度 （A 因子）に つ い て表 12に示 した。清潔や整理 、整頓に つ い て は 、すすん で 実行 して い る
が 、料理 と関係が 深 い 稽古に つ い て は、積極的な態度に欠け、創意する努力が少 な い 。 又、美
的関心が乏 しい 等が指摘 され る 。 食生 活に関する態度に つ い て （B 因子）表 13に 示 した 。半数
以上の もの が 得意な料理 を作 る こ とが で き、他人の 食物 の 好 き嫌 い や 、 外食時に お ける料理 に
つ い て の 関心 は もっ て い るが 、 食生 活に つ い て人 と話 し合 うこ とは少 な く、食生活に つ い て の
知識や技術 を身に つ けようとす る努力が た らな い 。 献立や 調理 に関す る態度 （C 因子）に っ い
て は表 14に 示 した とお りで あ る。料理 の 上手 、 下手 を左右 する最 も関係 の 深 い 因子 で あ る 。 季
節感 に対す る無関心 さ も指摘 され る 。 料理 に関する セ ン ス を開発 する こ とが 望 まれ る 。 女子学
生の 家庭 にお ける食に対する教育環境 、特 に母 親の 指導 をうけ る こ と に よっ て （母か ら娘へ と
伝承 されなが ら）料理 の セ ン ス は育 っ て い くように思 われ る。表 15に専攻別の 料理 の セ ン ス
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テス ト結果 を示 した 。 料理 の セ ン ス 指数の 高か っ た の は 、 栄養士 1 （134，67± 28．49）で 、A 因
子指数 と C 因子指数が高か っ た の は 食生活 1 で、B 因子指数が 高か っ た の は栄養士 1 で あ っ た 。
表 16に専攻 間の 料理 の セ ン ス 指数の 差 の X2検 定を表 17、 18、19に 因子指数 の 差の X2検定 を示 し
た 。 生 活科学 と他の 専攻間に有意差が認 め られ た 。 （P 〈 0．05、 P 〈 O．01）
表11 料理 の セ ン ス指数の段階とテス ト結果
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％）
段　　階 料理のセン ス指数 テス ト結果
第　 1　 度 161〜200 14．25
第　 2　 度 121〜160 49．00
第　 3　 度 81〜120 32．00
第　 4　 度 0〜 80 4．75
n ＝ 400




a （良） b （普通） c （不良）
1 創　 　 　意 18．50 70．25 11．25
2 工 　　　夫 32．00 59．75 8．25
3 清　　　潔 69．75 28．25 2．00
4 美 的 関 心 27．25 51．25 21．50
5 稽　　　古 19．50 76．00 4．50
6 整理 ・整頓 64．00 30．00 6．00
7 経　 　　済 30．75 56．75 12．50
8 生 活 時 間 35．50 52．50 12．00
9 持 　久　性 39．75 53．75 6，50
10 敏 　　 　感 34．00 56．75 9．25
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表 13　食生活 に 関す る態度
　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　 （％）
　　　　　　　　　　　　　　　　答
畧号　 因子
a （良） b （普通） c （不良）
1 情報に対す 6 関心 40．00 54．25 5．75
2 食に つ い て の 関心 （外出時） 40．00 48．50 11．50
3 外食時 の 関心 48．75 41．00 10．25
4 食器へ の 関心 46，00 44．75 9，25
5 食生 活に つ い て 人 との 話 し合 い 17．60 58，50 24．50
6 食生活につ い て家族との話し合 い 22．70 53，00 24．30
7 食生活に つ い て の 知識や技術 18．50 55．50 26，00
8 栄養の バ ラ ン ス に つ い て の 関心 33．75 59．75 6，50
9 他人の 食物 の 好悪 に対する関心 48．40 36．80 14．80
10 得意な料理 の 有無 65．00 29．75 5．25
表 14 献立 や調 理 に 関する 態度
　 　 　 　 　 答
冪　 因子
a （良） b （普通） c （不良）
1 色　　　感 45．00 47．50 7．50　 旨
2 量　　　感 37．00 44．75 18・25i
3 触　 　　感 29，75 49．75 20．50i
　 　 　 旨
4 味 　　　感 86．50 13．00 0．50
5 嗅　 　　感 65，70 28．00 6．30
6 充　足 　感 30．75 55．75 13．50
7 硬　軟　感 58．50 33．75 7．75
8 季　節　感 2725 56．50 16．25
9 満　腹 　感 35，50 47．00 17．50
10 温 　冷 　感 77．25 20．75 2．00
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料理の セ ン ス
指　　　 数
料理 の セ ン ス
A 因 子 指 数
料理 の セ ン ス
B 因 子 指 数
料理の セ ン ス
C 因 子 指 数
保　　育（n ＝ 87） 124，25±29．20127 ．24± 33．07115 ．63± 37．28133 ．91±40，38
生活科 学（n ＝ 77） 126，78± 29．52124 ．42± 34．96126 ．88± 39．09131 ．56± 39．97
食生活 1 （n ＝ 41） 132．07± 31．73134 ．63± 32．69116 ．59± 42．69143 ．17±34．53
食生活 2 （n ＝ 30） 134．27± 21．03132 ，00± 27．86128 ．00± 30．38141 ．00± 28．21
栄養士 1 （n ＝ 85） 134．67± 28．49128 ．59± 30．84131 ．29± 38．98142 ．94±31．54
栄養士 2 （n ＝ 80） 132．39±31．12129 ．75± 30．58126 ．88± 37．90142 ．63±38．04
Tota1（n ＝ 400） 130．13± 29．54128 ，60± 32．23124 ．40± 38．72138 ．60± 37．00
表 16 専攻問 の 料理 の セ ン ス 指 数の 差の X2 検定
専　 　 　 攻 1 2 3 4 5 6
保　　育 1
生活科学 22 ．08
食生活 1313 ．45＊ ＊ 5．83　 ＊
食生活 2417 ．64＊ ＊ 9，39＊ ＊ 0．63
栄養士 1536 ．06＊ ＊ 19，22＊ ＊ 1．39 0．03
栄養士 2621 ．52＊ ＊ 9．52＊ ＊ 0．02 0、58 1．61
＊　 P 〈 0．05 ＊ ＊ 　 P ＜ 0，01
表 17　専攻間の 料理 セ ン ス A 因子 指数の 差の X2検定
専　　　 攻 1 2 3 4 5 6
保　　育 1
生活科学 22 ．590
食生活 1311 ．751＊ ＊ 21．831＊ ＊
食生活 243 ．932　 ＊ 9．814＊ ＊ 0．900＊ ＊
栄養士 150 ．610 5．556　 ＊ 7．744＊ ＊ 1．993
栄養士 262 ．042 8．782＊ ＊ 4．921　 ＊ 0．847 0．431
＊　 P 〈 O．05 ＊ ＊ 　 P く 0．01
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＊　 P くO．05 ＊ ＊ 　 P ＜ 0．01
　 4 ．食欲 因子 テ ス トの 結果
　食欲指数 の 段階 とテ ス ト結果 を表20に示 した 。 食欲指数は 0 か ら200にわた っ て お り、食欲の
良、不良の 判定 は 100を境界 とする e100 以上は 食欲の 良に、100以下は不良 にか たむ い て い る こ
と に なる 。 女子学生 の 食欲は 、良 の もの 73．00％、普通の もの 18．75％、不良の もの は8．25％を
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 s）
示 して い る 。 こ の 結果は 、 鈴木の 調査 結果 とほぼ 同様で あ っ た 。 食欲 の もつ 内容 を心理 的な側
面か ら分析 する た め に 、食欲 の 内容 を標示 する 10因子を設定 した 。 表 21に その 食欲 因子テス ト
に よる分 析結果 を示 した 。 多種 類の 食品 を とり、食物に対 して幅が 広 く、偏食や欠食が な い の
で栄養面で は バ ラ ン ス が とれ て い る。こ の こ とを計画性が ある とい うが、女子学生に お い ては、
一番 こ の 因子が 欠 けて い る。 専攻別の 食欲因子テ ス トの 結果 を表 22に、食欲指数の 差の X2検定
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6）
を表 23に示 した。食欲 は心理的影響 をうけやす く、 日常生活で 、我 々 が しば しば経験する と こ
ろで ある 。 た とえば、快 の 感情の もとで は 食欲は 維持 また は 亢進 し、これ と反対 に 、不快 の 感
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7＞
情につ つ まれ て い る時には不振にお ち い りや す く、しか も主観的であ り、個人 差が 多い 。食欲
は こ の ように 、種 々 雑多な因子 に よ り影響 され る の で 、 栄養教育、栄養指導等の 教育、指 導に
よ っ て 、 個 人や 公衆 の 態度 の 改善 をはか り、食欲の 内容 を充実 させ る こ とが望 ま し い 。
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表 20 食欲指数の 段 階 とテ ス ト結果
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 （％）
段　　階 食欲指数 テス ト結果
第　 1　度 161〜200 73．00
第　 2　度 121〜160 18．75
第　 3　 度 0〜120 8．25n
＝ 400




a （良） b （普通） c （不良）
1 充　足　性 88．20 10．80 1．00
2 即 　応　性 88．00 11．00 1．00
3 計　画　性 42．75 53．00 4．25
4 順 　応　性 87．00 11，00 2．00
5 指 　向　性 46．75 50．00 3．25
6 賞　味　性 73．75 24，75 1，50
7 恒 　常　性 85．75 13．50 0．75
8 感　受　性 63．50 32．75 3．75
9 喫　食　性 71．25 26．50 2，25
10 満　喫　性 88．25 11．25 0．50
表22　専攻別の 食欲因子 テ ス ト結果
　 　 　 　 　 　 　 　 　 （M ± SD ）
専　　　攻 食 欲 指 数
保 　　育 （n ＝87） 163．45± 33，49
生活科学 （n ＝ 77） 16026 ± 35．93
食生活 1 （n ＝ 41） 172．20± 24．74
食生活 2 （n ＝ 30） 172．00± 27．98
栄養士 1 （n ＝ 85） 182．00± 19．39
栄養士 2 （n ＝80） 176．75± 20．96
Total（n ＝ 400） 170，98± 29．13
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表23　専攻間の 食欲指数の 差の X2検定
専　　　　攻 1 2 3 4 5 6
保 　 　育 1
生活科学 22 ．56
食生活 1312 ．82＊ ＊ 23．18＊ ＊
食生活 249 ．85＊ ＊ 18．19＊ ＊ 0．60
栄養士 1585 ．72＊ ＊ 111．23＊ ＊ 14．87＊ ＊ 12．36＊ ＊
栄養士 2643 ．42＊ ＊ 63．26＊ ＊ 3，21 2．81 6．33＊ ＊
＊　 P く 0．05 ＊ ＊ 　 P 〈 0．01
表24 料理の セ ン ス 指数 と嗜好因子 テス トとの相 関関係
専　　攻 嗜好指数 嗜好A 因子指数嗜好 B因子指数 嗜好 C因子指数
保 　　育 0．731＊ ＊ 0，615＊ ＊ 0．655 ＊ ＊ 0．695 ＊ ＊
生活科学 0．719＊ ＊ 0．525＊ ＊ 0．640＊ ＊ 0．706＊ ＊
料理 の セ ン ス 指数 食生活 10 ．838 ＊ ＊ 0．706＊ ＊ 0．806＊ ＊ 0．835＊ ＊
食生 活 20 ．759＊ ＊ 0．653＊ ＊ 0．745＊ ＊ 0．660 ＊ ＊
栄養士 10 ．771 ＊ ＊ 0．659＊ ＊ 0．709＊ ＊ 0．729＊ ＊
栄養士 20 ．872 ＊ ＊ 0．769＊ ＊ 0．832 ＊ ＊ 0．832 ＊ ＊
＊ ＊ 　 P 〈 0．01
　 5 ．嗜好、料理の セ ン ス お よび食欲指数の 関連
　料理 の セ ン ス指数 と各嗜好 因子 との 関連 をみ る ため に 、表24に 示 すとお り、料理 の セ
ン ス 指数 と嗜好因子 テ ス トの 結果か ら相関関係を求め 、 さ らに検定 を行 っ た 。 各専攻に
つ い て 、料理 セ ン ス 指数 と 4 つ の 嗜好因子指数の 相関 をみ る と、各専攻 と もA 因子指数、
B 因子指数 、 C 因子 指数 との 間 に （P 〈 0．01）それ ぞれ に 有意な正 の 相 関関係 （P 〈 0．01）
が得 られた 。 嗜好指数 と の 間で は 、各専攻間に有意 な相関関係 が認め られた 。 嗜好指数
と料理 の セ ン ス 指数 との 正 の 相関か ら料理 セ ン ス 指数の 高 い もの ほ ど、嗜好指数が 高 く、
食物 に対す る順応性、志 向性が 強 い こ と が 明 らか で ある 。 嗜好指数 と料理 セ ン ス 指数の
回帰直線を図 1 に示 した。縦軸 （Y ）に料理の セ ン ス 指数 を、横軸 （X ）に嗜好指数を
プ ロ ッ トした。 （n ＝ 400＞回帰直線の 方程式 と相関係数 は
　 y ＝ 0．880246x十 19．7122
　 r ＝ O．782218 　b ＝ 0．880246 　c ＝ 19．7122
で あ る 。
　 食欲指数 と嗜好指数 と の 関連 をみ る た め に、表 25に 示 すとお り、食欲指数 と嗜好 因子
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テス トの 結果から相関関係 を求め、さらに検定 を行 っ た。各専攻に つ い て 、食欲指数 と
嗜好指数の 相関をみ る と、保育、生 活科学、食生活 1、栄養i士 2 に 99％信頼 にお い て相
関関係が得 られ た 。 （P く0，01）嗜好指数 と食欲指数の 回帰直線 を図 2 に示 した 。 縦軸 （Y ）
に 食欲指数 を、横軸 （X ）に 嗜好指数 をプ ロ ッ トした。（n 　 ・ 400）回帰直線 の 方程 式 と
相関係数は
　 y ＝＝ O．386705x十 122．49
　 r ＝0，348065　b ＝0．386705　c ＝122，49
で ある 。
　嗜好 ・料理の セ ン ス お よび食欲指数の X2検定を表 26に示 した。嗜好指数 と料理 の セ ン
ス指数お よび食欲指数に 1 ％の 、住居環境 には 5 ％の 危険率で 有意差が 認め られた 。料
理 の セ ン ス 指数 と食欲指数 、 お よび住居環境 に も 1％の 危険率 で 有意差が 認め られた 。
嗜好指数 と料理の セ ン ス 指数は、家族構成にお い ては有意差は認め られ なか っ た。しか
し食欲指数 と家族構成で は有意差 （P く 0．01）が 認め られた 。 食に 関す る興味や食に関
するその後の専門教育が 、 個人の食に対する意識 を変えるの に役立 っ て い るように思わ
れ る。
表 25　食欲指数 と嗜好指数 との 相関関係
専　　攻 嗜好指数
保　 　育 0．289＊ ＊
生活科学 0，421 ＊ ＊
食生 活 1 0，527＊ ＊
食欲指数
食生 活 2 0．351
栄養士 1 0．257
栄養士 2 0．366＊ ＊
＊ ＊ 　 P 〈 0．01
表26 嗜好 ・料理 の セ ン ス お よび食欲指数 の X 験 定
料　理 　の
セ ン ス 指数
食欲指数 住居環境 家族構成
嗜 　 好　 指　 数 286．919 ＊ ＊ 45．285＊ ＊ 15．271 ＊ 15．479
料理 の セ ン ス 指数 30．737＊ ＊ 19．024＊ ＊ 11．410
食　 欲　 指　 数 2．902 30．227＊ ＊
＊　 P ＜O．05 ＊ ＊ 　 P く0．01
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図 1　 嗜好指数 と料理 の セ ン ス 指数 の 回帰直線
　 Y 　料理の セ ン ス指数 　　X ：嗜好指数
回　帰　直　線







　 　 57 85 113 141 169 197X
図 2　 嗜好指数 と食欲指数の 回帰直線
　 Y ：食欲指数　　 X ：嗜好指数
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要 約
　食に関わ る諸因子 を心理 的な側面か ら分析 し、食 に対する順応性や弾力性 をみ るために 、女
子短大生400名 を対象に嗜好因子テス ト、 料理 の セ ン ス テス ト、 食欲 因子テ ス トを行い 、 次 の 結
果 を得 た 。
1）嗜好因子テス トの 結果、女子学生 の約半数が嗜好第 2度に属 し、献立や調理 に つ い て の 知
　識や 技術 を中等度身に つ け 、 食生 活に関する社会的配慮や 生理 学的 ・心理 学的な諸反応にお
　い て も中等度の傾 向 を示 して い た 。
2 ）専攻別 に お ける 嗜好指数、料理 の セ ン ス 指数、食欲指数は 食生 活 2 と栄養士 1 の 学生 が 高
　 く、 食に対する順 応性 、 志向性が 強 い 傾 向が み られ た 。
3）料理の セ ン ス の 因子分析で は、清潔や整理 ・整頓に つ い て は約半数以上の 学生が積極的 に
　実行 して い る が 、稽古 に つ い て は積極的な態度に 欠け、創意する努力 も少 な く、季節感 が 乏
　 し く、美的関心が うす い 。生活環境 の 変化 に対 して敏感な もの が 少 な い よ うに思わ れ る。
4）保育専攻の 学生 は他の 專攻学生 に比 べ て各因子指数が低 く、他の 専攻学生 と指数間に は有
　意差 （P く O．Ol）が認 め られ た 。
5 ）食に対す る教育環境の 違 い が 嗜好や料理 の セ ン ス ・食欲 に大 きく影響す る こ とが 推察 され
　 る。
なお 、 本論文 の 一部は 、 第35回 日本栄養改善学会 にお い て発表 した もの で ある 。
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